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毎週水曜、区役所本庁舎の窓口時間を午後7時まで延長しています。取り扱い業務の詳細については各担当窓口へご確認ください。

※遺族年金・障害年金から差し引きさ
れている方で、平成25年中の納付額が
不明な場合はお問い合わせください

確定申告する際の添付書類

平成25年中の領収印のあ
る介護保険料の領収書

納付書で支
払い

口座振替済みのお知らせ
（区介護保険課から12月
下旬に送付済み）

口座振替

平成25年分 公的年金等
の源泉徴収票（日本年金
機構から1月に送付済み）

年金から差
し引き※

申告に添付する書類納付方法

特別区民税・都民税の申告受付場所

3／3(月)〜7(金)
9：00〜16：30

総合区民センター
7階第5会議室
(大島4-5-1)

2／17(月)〜3／17(月)
9：00〜16：30
※土・日曜は除く

江東区文化センタ
ー2階臨時窓口
(東陽4-11-3)

受付期間受付場所

所得税・消費税・贈与税などの申
告受付場所、申告用紙配布場所

江東東税務署
(亀戸2-17-8)
☎3685-6311(代)

2／17(月)〜3／17(月)
8：30〜17：00※相談開
始時間は9：15〜。土
・日曜は除く(2／23、
3／2の日曜のみ用紙配
布・申告相談・収受・
納付相談を行う)

江東西税務署
(猿江2-16-12)
☎3633-6211(代)

受付期間受付場所

東京税理士会が行う所得税還付
申告受付場所

2／17(月)〜3／17(月)
9：00〜16：30
※土・日曜は除く

江東区文化センタ
ー2階臨時窓口
(東陽4-11-3)

受付期間受付場所

﹇
均
等
割
の
税
率
の
特
例
﹈

平
成

年
度
～

年
度
ま
で
の

26

35

10

年
間
︑
特
別
区
民
税
・
都
民
税
の
均

等
割
に
そ
れ
ぞ
れ
�
�
�
円
が
加
算

さ
れ
︑
合
計
�
︑
�
�
�
円
と
な
り

ま
す
︒
こ
れ
は
︑
東
日
本
大
震
災
か

ら
の
復
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
︑
東
日
本
大
震
災
復
興
基
本
法
第

�
条
に
定
め
る
基
本
理
念
に
基
づ
き

実
施
す
る
施
策
の
う
ち
全
国
的
に
︑

か
つ
︑
緊
急
に
地
方
公
共
団
体
が
実

施
す
る
防
災
施
策
に
要
す
る
財
源
を

確
保
す
る
た
め
︑
臨
時
の
措
置
と
し

て
個
人
住
民
税
の
均
等
割
の
税
率
に

つ
い
て
地
方
税
法
の
特
例
が
定
め
ら

れ
ま
し
た
︒

﹇
給
与
所
得
控
除
の
改
正
﹈

�
年
間
の
給
与
等
の
収
入
金
額
が

�
︑
�
�
�
万
円
を
超
え
る
方
の
給

与
所
得
控
除
額
に
つ
い
て
︑
�
�
�

万
円
の
上
限
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
︒

税
務
職
員
を
装
っ
た
﹁
振
込
め

詐
欺
﹂
に
ご
注
意
を

区
役
所
や
税
務
署
の
職
員
を
装
っ

た
﹁
不
審
な
電
話
｣・﹁
振
込
め
詐
欺
﹂

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
︒

区
役
所
や
税
務
署
で
は
︑
還
付
金

の
受
取
の
た
め
に
金
融
機
関
等
の
現

金
自
動
預
払
機
︵
Ａ
Ｔ
Ｍ
︶
の
操
作

を
求
め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
︒
ま

た
︑
区
役
所
や
税
務
署
の
職
員
が
直

接
お
伺
い
す
る
と
き
は
︑
必
ず
身
分

介
護
︵
介
護
予
防
︶
サ
ー
ビ
ス

利
用
料

在
宅
・
施
設
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
は
︑

お
支
払
い
い
た
だ
い
た
介
護
保
険

料
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
一
部

お
よ
び
お
む
つ
代
は
確
定
申
告
の
際

に
所
得
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
︒

介
護
保
険
料

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り

ま
す
の
で
︑
下
表
の
書
類
を
申
告
時

に
添
付
し
て
く
だ
さ
い
︵
紛
失
し
た

場
合
は
︑
介
護
保
険
課
で
�
年
間
の

納
付
確
認
書
を
発
行
︶
︒

▢問
介
護
保
険
課
資
格
保
険
料
係

☎
(
�
�
�
�
)
 
�
 
�

医
療
費
控
除
の
対
象
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
︒
確
定
申
告
の
際
︑
医
療

費
控
除
対
象
額
が
記
載
さ
れ
た
領
収

書
等
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
︒

﹇
在
宅
サ
ー
ビ
ス
﹈

医
療
に
係
る
次
の
サ
ー
ビ
ス
は
︑

ケ
ア
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
て
利
用
し
て

い
る
場
合
︑
自
己
負
担
額
全
額
が
控

除
の
対
象
と
な
り
ま
す
︒

○
訪
問
看
護

○
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

○
居
宅
療
養
管
理
指
導

○
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

︵
食
費
も
対
象
︶

○
短
期
入
所
療
養
介
護
︵
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
︒食
費
︑滞
在
費
も
対
象
︶

○
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介

護
看
護
︵
一
体
型
事
業
所
で
訪
問

証
明
書
を
携
帯
し
て
い
ま
す
︒

﹇
所
得
税
の
問
合
先
﹈

江
東
西
税
務
署

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�
︵
代
︶

江
東
東
税
務
署

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�
︵
代
︶

﹇
個
人
事
業
税
の
問
合
先
﹈

中
央
都
税
事
務
所

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

﹇
住
民
税
の
問
合
先
﹈

区
課
税
課

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

・
�
�
�
�
・
�
�
�
� ②1,500万円超

均等割の税率の特例

1,500円1,000円都 民 税

5,000円4,000円合 計

3,500円3,000円特別区民税

平成26〜35年度平成25年度まで均等割額（年額）

給与所得控除の改正

平成26年度から平成25年度まで給与等の収入金額

給与等の収入金額
×5％＋170万円給与等の収入金額

×5％＋170万円

①1,000万円超
1,500万円以下

245万円

看
護
を
利
用
し
た
場
合
︶

ま
た
︑
前
記
の
い
ず
れ
か
の
サ
ー

ビ
ス
と
併
せ
て
利
用
し
た
と
き
は
︑

次
の
サ
ー
ビ
ス
も
医
療
費
控
除
の
対

象
と
な
り
ま
す
︵
介
護
保
険
の
支
給

限
度
額
内
の
利
用
に
限
る
︶
︒

○
訪
問
介
護
︵
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
︒
た

だ
し
︑
生
活
援
助
中
心
型
を
除

く
︶

○
訪
問
入
浴
介
護

○
通
所
介
護
︵
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
︶

○
短
期
入
所
生
活
介
護
︵
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
︶

○
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護

○
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護

※特別な食費・居住費および日常生活

費は対象外

施設サービス

支払った施設サービス

費※（介護費、食費、居

住費）の全額

介護老人保健

施設・介護療

養型医療施設

支払った施設サービス

費※（介護費、食費、居

住費）の1／2

特別養護老人

ホーム

控除対象となる費用施設の種類

初
午
飾
り

江
戸
時
代
︑
江
戸
に
多
い
も
の
と

し
て
﹁
伊
勢
屋
稲
荷
に
犬
の
糞
﹂
と

川
柳
に
詠
ま
れ
る
ほ
ど
江
戸
に
は
多

く
の
稲
荷
社
が
ま
つ
ら
れ
て
い
ま
し

た
︒
深
川
江
戸
資
料
館
で
は
︑
お
稲

荷
さ
ん
の
春
祭
り
﹁
初
午
飾
り
﹂
を

当
時
の
様
子
さ
な
が
ら
に
再
現
展
示

し
ま
す
︒
お
稲
荷
さ
ん
に
は
︑
お
赤

飯
や
油
揚
げ
な
ど
を
お
供
え
し
︑
こ

っ
け
い
な
絵
と
言
葉
で
だ
じ
ゃ
れ
を

描
い
た
﹁
地じ

口ぐ
ち

行あ
ん

灯ど
ん

﹂
が
並
び
ま
す
︒

▢時
�
月
 
日
︵
日
︶
ま
で
︒
午
前

 
時

分
～
午
後
�
時
︵
最
終
入
館

30

午
後
�
時

分
︶

30

江
戸
木
彫
刻

木
彫
刻
師
は
︑
江
戸
時
代
の
宮
大

工
に
伝
わ
る
木
彫
の
技
術
が
発
展
︑

分
業
し
て
独
立
し
た
も
の
で
す
︒

今
回
は
江
戸
時
代
か
ら
社
寺
彫
刻

を
手
掛
け
る
江
戸
木
彫
刻
の
流
派

﹁
後
藤
派
﹂
の
一
つ
で
︑
深
川
で
百

年
以
上
に
わ
た
り
︑
木
彫
刻
師
と
し▲製作風景

○
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

○
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介

護
看
護
︵
一
体
型
事
業
所
で
訪
問

看
護
を
利
用
し
な
い
場
合
お
よ
び

連
携
型
事
業
所
に
限
る
︶

▢問
介
護
保
険
課
給
付
係

☎
(
�
�
�
�
)
 
�
 
�

お
む
つ
代

寝
た
き
り
︵
お
お
む
ね
�
か
月
以

上
︶
の
方
の
お
む
つ
代
は
︑
医
療
費

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
︒

申
告
に
は
︑
領
収
書
と
主
治
医
が

発
行
し
た
﹁
お
む
つ
使
用
証
明
書
﹂

が
必
要
で
す
︒
�
年
目
以
降
は
︑
要

介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
で
一
定

の
条
件
に
合
う
場
合
︑
証
明
書
を
介

護
保
険
課
で
発
行
す
る
﹁
お
む
つ
使

用
の
確
認
書
﹂
に
代
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
︒

▢問
介
護
保
険
課
庶
務
係

☎
(
�
�
�
�
)
 
�
�
�

℻
(
�
�
�
�
)
 
�
�
�

て
仕
事
を
続
け
る
岸
本
家
の
三
代
目

・
岸
本
忠
雄
さ
ん
の
技
を
ご
覧
い
た

だ
き
ま
す
︒

▢時
�
月

日
︵
土
︶
午
後
�
時

15

30

分
～
�
時

分﹇
出
演
﹈岸
本
忠
雄

30

︵
区
指
定
無
形
文
化
財
保
持
者
︶

※
い
ず
れ
も

▢費
大
人
�
�
�
円
︑

小
・
中
学
生

円
※
小
中
学
生
は
保

50

護
者
同
伴
︵
同
伴
で
き
な
い
場
合
は

お
電
話
く
だ
さ
い
︶

▢申
当
日
直
接
会
場
へ

▢場

▢問
深
川
江
戸
資
料
館
︵
白
河

�
︱

�
︱

︶
28☎

(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
は
ボ
ー
ル
が
柔
ら

か
い
の
で
突
き
指
の
心
配
が
な
く
︑

ど
な
た
で
も
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
で
︑

小
学
生
ス
ポ
ー
ツ
塾
で
も
行
っ
て
い

ま
す
︒
深
川
北
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

で
は
毎
週
金
曜
の
夜
間
︑
ビ
ー
チ
ボ

ー
ル
の
個
人
利
用
を
行
っ
て
い
ま
す
︒

大
会
前
に
メ
ン
バ
ー
と
一
緒
に
練
習

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
︒

▢時
�
月
 
日
︵
日
︶
午
前
 
時
～

午
後
�
時

▢場
深
川
北
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
︵
平
野
�
︱

�
︱

︶
▢人

20

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で

チ
ー

60

ム
︵
申
込
順
︶
▢費
一
般
�
︑
�
�
�

円
︵
チ
ー
ム
︶
︑
小
学
生
�
�
�
円

︵
チ
ー
ム
︶
︑
︵
大
会
当
日
徴
収
︶
※

更
衣
室
を
ご
利
用
の
場
合
ロ
ッ
カ
ー

代

円
︵

円
返
却
︶
▢内
①
一
般

20

10

混
合
の
部
︵
中
学
生
以
上
︑
コ
ー
ト

内
男
性
�
人
以
内
︶
︑
②
女
子
の
部

︵
中
学
生
以
上
︶
③
女
子

歳
以
上

40

の
部
④
男
子
の
部
︵
中
学
生
以
上
・

メ
ン
バ
ー
に
女
子
が
入
る
こ
と
が
可

能
︶
︑
⑤
小
学
生
の
部
︵
�
・
�
年

生
︶
︑
⑥
小
学
生
の
部
︵
�
・
�
年

生
︶
︒
各
競
技
部
門
で
予
選
リ
ー
グ

・
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
行
い
ま
す

﹇
持
ち
物
﹈動
き
や
す
い
服
装
︑
室
内

用
運
動
靴

▢締
�
月

日
︵
水
︶
※
定
員
に
な

19

り
し
だ
い
終
了

▢申
区
内
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
あ

る
参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
︑
�
月
�
日
︵
水
︶
午
前
 
時
か

ら
深
川
北
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
窓
口

で

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

亀
戸
文
化
セ
ン
タ
ー
が
開
館
当
初

か
ら
毎
年
企
画
・
制
作
し
て
い
る
参

加
型
の
舞
台
創
作
事
業
﹁
か
め
い
ど

ら
ぼ
﹂
︒
演
じ
る
の
は
オ
ー
デ
ィ
シ

ョ
ン
に
合
格
し
た

人
︒

15

さ
ま
ざ
ま
な
世
代
の
出
演
者
が
交

流
し
︑
協
力
し
な
が
ら
一
つ
の
舞
台

を
作
っ
て
き
ま
し
た
︒
熱
い
舞
台
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
︒

▢時
�
月

日
︵
日
︶
午
後
�
時
開

16

演

▢場
亀
戸
文
化
セ
ン
タ
ー
カ
メ
リ

ア
ホ
ー
ル
︵
亀
戸
�
︱

︱

�
︶

19

▢人
�
歳
以
上
の
方
�
�
�
人
︵
申

込
順
︶
▢費
�
�
�
円
︵
全
席
指
定
︶

﹇
演
出
﹈小
林
志
郎
︵
東
京
学
芸
大
学

名
誉
教
授
︶

▢申
�
月
�
日
︵
水
︶
か
ら
電
話
で

亀
戸
文
化
セ
ン
タ
ー

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

平
成

年
度
住
民
税
の

26

主
な
改
正
点


